
た
。
８
二
〇
周
年
記
念
出
版
事
業
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

（古
尾
谷
知
浩
）

編

集

後

記

今
年
も
あ
と
僅
か
と
な
り
、
『木
簡
研
究
』
の
編
集
後
記
を
書
く
季
節
に
な

っ
た
。
今
号
は
各
地
の
報
告
が
つ
い
に

一
〇
二
件
と
な
り
、
昨
年
の
記
録
を
ま

た
も
更
新
し
た
。
こ
れ
に
論
文

。
書
評
を
加
え
る
と
、
優
に
三
〇
〇
頁
を
超
え

る
。
ご
味
読

・
ご
検
討
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
『木
簡
研
究
』
は
実
に
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
お
忙
し

い
な
か
、
各
地
の
情
報
を
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
調
査
担
当
者
の
方
々
、
論
文

・

書
評
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
山
口
さ
ん

。
杉
本
さ
ん

。
北
村
さ
ん

。
平
石
さ
ん

に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
委
員
や
若
手
の
幹
事
の
皆
さ
ん
に
も
、
た

い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
事
務
局
で
編
集
を
担
当
さ
れ
た
の
は
、
新

進
の
吉
川
聡
さ
ん
で
あ
る
。
聡
さ
ん
が
、
遅
く
ま
で
机
に
向
か
っ
て
い
る
姿
が

日
に
浮
か
ぶ
。

顧
み
れ
ば
、
昔
の

『木
簡
研
究
』
に
比
べ
、
昨
今
は
三
倍
の
分
量
が
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
厚
さ
を
、
こ
の
精
度

・
内
容
で
出
し
続
け
る
の
は
、
な
か
な
か
の

作
業
で
あ
る
。
編
集
上
の
工
夫
が
、
何
か
必
要
な
段
階
に
達
し
て
い
る
か
に
思

わ
れ
る
。

こ
の
編
集
後
記
は
、　
一
一
月
の
初
め
に
書
い
て
い
る
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
こ

の
後
記
が
大
会
の
当
日
に
、
会
貝
の
皆
さ
ん
の
目
に
ふ
れ
て
い
る
こ
と
を
切
に

望
ん
で
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（西
山
良
平
）
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。
二
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）
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